
学校番号 203 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ２ 第２学年 

Vision Quest  

English Express Ⅱ Hope 

・ワークブック 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1 年時に履修した「英語表現Ⅰ」の内容をより進化させ、より長く難しい英作文や、ディスカッショ

ンやスピーチなどといったことに挑戦していく。 

既習事項である文法や言い回しなどの復習を重ね、インプット作業も取り入れながら、アウトプット

作業をより多く取り入れる予定である。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

      主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読

ん だ り し

たこと、学

ん だ こ と

や 経 験 し

た こ と に

基づき、情

報 や 考 え

な ど を ま

とめ、発表

す る こ と

ができる。 

・発表された

も の を 聞

いて、質問

し た り 意

見 を 述 べ

た り す る

こ と が で

きる。 

英語表

現Ⅱ 

・プレ

ゼ ン

テ ー

シ ョ

ン 

・ディ

ス カ

ッ シ

ョン 

・ディ

ベ ー

ト 

・イン

タ ビ

ュ ー

テ ス

ト 

・主題を決め、

様々な種類

の文章を書

くことがで

きる。 

・文章の構成を

考えながら

書くことが

できる。 

・図表との関連

を考えなが

ら書くこと

ができる。 

・書いた内容を

読み返して、推

敲することが

できる。 

英 語 表

現Ⅱ 

・ライテ

ィ ン

グ テ

スト 

・定期考

査 

・社会的な話

題や時事問

題 、 科 学

的・歴史的

な話題等に

ついて話さ

れている説

明や対話、

討論などを

聞いて、情

報や考えな

どの概要を

とらえるこ

と が で き

る。 

・社会的な話

題や時事問

題 、 科 学

的・歴史的

な話題等に

英 語 表

現Ⅱ 

・リスニ

ン グ

テ ス

ト 

・定期考

査 

・社会的な

話題や時

事問題、

科学的・

歴史的な

話題等に

ついて書

かれてい

る説明や

評論など

を速読し

て、情報

や考えな

どの概要

をとらえ

ることが

できる。 

・社会的な

話題や時

事問題、

英語表

現Ⅱ 

・リー

デ ィ

ン グ

テ ス

ト 

・音読

テ ス

ト 

・定期

考査 



・多様な考え

方 が で き

る 話 題 に

ついて、立

場 を 決 め

て 意 見 を

まとめ、相

手 を 説 得

す る た め

に 意 見 を

述 べ 合 う

こ と が で

きる。 

ついて話さ

れている対

話や討論な

ど を 聞 い

て、情報や

考えなどの

要点や詳細

をとらえる

ことができ

る。 

科学的・

歴史的な

話題等に

ついて書

かれてい

る説明や

評論など

を精読し

て、情報

や考えな

どの要点

や詳細を

とらえる

ことがで

きる。 

・文と文と

の関係や

パラグラ

フの構成

を適切に

把握する

ことがで

きる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに
関心をもち、積極的に
言語活動を行い、コミ
ュニケーションを図ろ
うとしているかを的確
に評価できる方法で実
施。 

CAN-DO リストによ
る「話すこと」と「書
くこと」の到達目標を
的確に評価できる方法
で実施。 

CAN-DO リストによ
る「聞くこと」と「読
むこと」の到達目標を
的確に評価できる方法
で実施。 

英語やその運用につい
ての知識を身に付けて
いるとともに、その背
景にある文化などを理
解しているかどうかを
的確に評価できる方法
で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

Lesson 2 

 (5 時間) 

自動詞と他動詞

／SVO／SVOO 

SVC／SVOC 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・セクションごとの基本

表現の内容について話

すためのダイアローグ

をノートにメモし、そ

れを参考にしながらペ

アで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換え

て、新たな文を作り、

それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、クラブや課外活

動の経験について伝え

合う。 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換

えて、新たな文を作

り、それも暗誦する

ことができる。 

・授業時間を利用して

暗誦テストを実施

する。 

 

「外国語理解の能力」 

・様々な文型を意識し

て、クラブや課外活

動の経験について表

現を理解する。 

・セクションごとに概要

を把握する。 

・様々な文型を意識し

て、クラブや課外活動

の経験について表現

することができる 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・様々な文型の使い方

を理解す 

る。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・様々な文型の使い方

を理解す 

している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

単元 

 

(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part1 

Lesson 1 

 (5 時間) 

主語の決定／見

えない主語の発

見／主語の it 

主語になる名詞

句／形式主語／

無生物主語 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・セクションごとの基本

表現の内容について話

すためのダイアローグ

をノートにメモし、そ

れを参考にしながらペ

アで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換え

て、新たな文を作り、

それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、日本の伝統行事

を紹介し合う。 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換

えて、新たな文を作

り、それも暗誦する

ことができる。 

・授業時間を利用して

暗誦テストを実施

する。 

 

「外国語理解の能力」 

・ リスニングにおいて

主語を意識して取り

組み、その後読み取

りを行うことで理解

を深める。 

・セクションごとに概要

を把握する。 

・リスニングおよび確

認の読み取りにおい

て主語を認識できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文における主語を把

握する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・文における主語を把

握することが出来

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



Lesson 3 

(5 時間) 

使役動詞／知覚

動詞 

<動詞＋O＋ to 

do > 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・セクションごとの基本

表現の内容について話

すためのダイアローグ

をノートにメモし、そ

れを参考にしながらペ

アで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換え

て、新たな文を作り、

それも暗誦する。 

 

・ペアで、ショートスト

ーリーを作成し、伝え

合う。 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換

えて、新たな文を作

り、それも暗誦する

ことができる。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・使役動詞／知覚動詞 

で表現されたことにつ

いて理解する。 

・セクションごとに概要

を把握する。 

・使役動詞／知覚動詞 

で表現されたことに

ついて理解するこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

使役動詞／知覚動詞の

使い方を理解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

使役動詞／知覚動詞

の使い方を理解して 

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 4 

 (5 時間) 

「～する」／「～

している」 

「～した」／「～

していた」 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・セクションごとの基本

表現の内容について話

すためのダイアローグ

をノートにメモし、そ

れを参考にしながらペ

アで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換え

て、新たな文を作り、

それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、将来の夢につい

て伝え合う。 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換

えて、新たな文を作

り、それも暗誦する

ことができる。 

・授業時間を利用して

暗誦テストを実施

する。 

 

「外国語理解の能力」 

・日本語と英語の違い

に着目し、様々な時

制を使い分けて自分

の夢について表現を

理解する。 

・セクションごとに概要

を把握する。 

・日本語と英語の違い

に着目し、様々な時制

を使い分けて自分の

夢について表現する

ことができる 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

様々な時制の使い方を

理解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

様々な時制の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

 

 

 



Lesson 5 

(5 時間) 

義務・必要を表

す助動詞／推量

を表す助動詞 

「もし(今)～な

らば」／「もし

(あの時)～だっ

たなら」 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・セクションごとの基本

表現の内容について話

すためのダイアローグ

をノートにメモし、そ

れを参考にしながらペ

アで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換え

て、新たな文を作り、

それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、仮定された話題

について伝え合う。 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換

えて、新たな文を作

り、それも暗誦する

ことができる。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・さまざまな助動詞や

仮定法について理解

する。 

・セクションごとに概要

を把握する。 

・さまざまな助動詞や

仮定法について理

解することができ

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・さまざまな助動詞や

仮定法の使い方を理

解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・さまざまな助動詞や

仮定法の使い方を理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 6 

 (5 時間) 

名詞を前から修

飾する語句  ／ 

名詞を後ろから

修飾する関係代

名詞／関係副詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・セクションごとの基本

表現の内容について話

すためのダイアローグ

をノートにメモし、そ

れを参考にしながらペ

アで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換え

て、新たな文を作り、

それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、思い出の写真に

ついて伝え合う。 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換

えて、新たな文を作

り、それも暗誦する

ことができる。 

・授業時間を利用して

暗誦テストを実施

する。 

 

「外国語理解の能力」 

・to 不定詞や分詞構文、

関係詞を用いた思い

出の写真についての

表現を理解する。 

・セクションごとに概要

を把握する。 

・to 不定詞や分詞構

文、関係詞を用いた思

い出の写真について

の表現を表現するこ

とができる 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・to 不定詞や分詞構文、

関係詞の使い方を理

解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・to 不定詞や分詞構

文、関係詞の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

 

 

 



Lesson 7 

(5 時間) 

副詞・副詞句／

不定詞や分詞を

使った副詞句 

副詞節 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・セクションごとの基本

表現の内容について話

すためのダイアローグ

をノートにメモし、そ

れを参考にしながらペ

アで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換え

て、新たな文を作り、

それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、携帯電話の良い

点と悪い点について伝

え合う。 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換

えて、新たな文を作

り、それも暗誦する

ことができる。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・副詞句、副詞節で表

現された表現につい

て理解する。 

・セクションごとに概要

を把握する。 

・副詞句、副詞節で表

現された表現につ

いて理解すること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・副詞句、副詞節の使

い方を理解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・副詞句、副詞節の使

い方を理解して 

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 8 

 (5 時間) 

原級／比較級 

最上級／最上級

を意味する表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・セクションごとの基本

表現の内容について話

すためのダイアローグ

をノートにメモし、そ

れを参考にしながらペ

アで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換え

て、新たな文を作り、

それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、犬と猫の特徴お

よび、そのどちらが好

きかについて伝え合

う。 

・暗誦した基本表現の

動詞部分を言い換

えて、新たな文を作

り、それも暗誦する

ことができる。 

・授業時間を利用して

暗誦テストを実施

する。 

 

「外国語理解の能力」 

・比較表現を用いた表

現を理解する。 

・セクションごとに概要

を把握する。 

・比較表現を用いて表

現することができる 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較表現の使い方を

理解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・比較表現の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

 

 

 



Part 2  

Lesson 1 (3

時間) 

パラグラフの
構成／列挙・
順序 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・パラグラフライティン

グのための例文をノー

トにメモし、それを参

考にしながらペアで伝

え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

論理構成を下敷きに

して、新たな文を作

り、それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、パラグラフ構成

のある文章を伝え合

う。 

・暗誦した基本表現の

論理構成を下敷き

にして、新たな文を

作り、それも暗誦す

ることができる。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフの構成に

ついて理解する。 

・パラグラフ構成の段階

ごとに概要を把握す

る。 

・パラグラフの構成に

ついて理解するこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・パラグラフの使い方

を理解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・パラグラフの使い方

を理解して 

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 2 

(3 時間) 

例示・追加 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・パラグラフライティン

グ[例示・追加]のため

の例文をノートにメモ

し、それを参考にしな

がらペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

論理構成を下敷きに

して、新たな文を作

り、それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、パラグラフ構成

のある文章を伝え合

う。 

・暗誦した基本表現の

論理構成を下敷き

にして、新たな文を

作り、それも暗誦す

ることができる。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフライティ

ング[例示・追加]につ

いて理解する。 

・パラグラフライティン

グ[例示・追加]の段階

ごとに概要を把握す

る。 

・パラグラフライティ

ング[例示・追加]に

ついて理解するこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・パラグラフライティ

ング[例示・追加]の使

い方を理解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・パラグラフライティ

ング[例示・追加]の

使い方を理解して 

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

  



 

Lesson 3 

 (3 時間) 

比較・対照 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・パラグラフライティン

グ[比較・対照]のため

の例文をノートにメモ

し、それを参考にしな

がらペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

論理構成を下敷きに

して、新たな文を作

り、それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、パラグラフ構成

のある文章を伝え合

う。 

・暗誦した基本表現の

論理構成を下敷き

にして、新たな文を

作り、それも暗誦す

ることができる。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフライティ

ング[比較・対照]につ

いて理解する。 

・パラグラフライティン

グ[比較・対照]の段階

ごとに概要を把握す

る。 

・パラグラフライティ

ング[比較・対照]に

ついて理解するこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・パラグラフライティ

ング[比較・対照]の使

い方を理解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・パラグラフライティ

ング[比較・対照]の

使い方を理解して 

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 4 

(3 時間) 

原因・理由・結

果 
「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら基本表現を暗誦

する。 

・パラグラフライティン

グ[原因・理由・結果]

のための例文をノート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・暗誦した基本表現の

論理構成を下敷きに

して、新たな文を作

り、それも暗誦する。 

 

・ペアで、暗誦文に基づ

いて、パラグラフ構成

のある文章を伝え合

う。 

・暗誦した基本表現の

論理構成を下敷き

にして、新たな文を

作り、それも暗誦す

ることができる。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフライティ

ング[原因・理由・結

果]について理解す

る。 

・パラグラフライティン

グ[原因・理由・結果]

の段階ごとに概要を

把握する。 

・パラグラフライティ

ング[原因・理由・

結果]について理解

することができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・パラグラフライティ

ング[原因・理由・結

果]の使い方を理解す

る。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・パラグラフライティ

ング[原因・理由・結

果]の使い方を理解

して 

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

  



 

Lesson 5 

 (3 時間) 

要点・要約 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら例文を要約す

る。 

・文章の要約のための例

文をノートにメモし、

それを参考にしながら

要約をペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら要約に取り組

んでいる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・学習した論理表現の

論理構成を下敷きに

して、要約に取り組

む。 

 

・ペアで、例文に基づい

て、パラグラフ構成の

ある文章の要約を伝え

合う。 

・学習した論理表現の

論理構成を下敷き

にして、新たな要約

をすることができ

る。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・文章の要点・要約に

ついて理解する。 

・文章の要点・要約作業

の段階ごとに概要を

把握する。 

・文章の要点・要約に

ついて理解するこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文章の要点・要約の

使い方を理解する。 

・例文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・文章の要点・要約の

使い方を理解して 

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

  



 

Part 3  Lesson 

1 

(Presentation) 

(5 時間) 

プレゼンテーシ

ョン： 

ブレインストー

ミング／資料を

探す／ 

アウトラインの

作成 

プレゼンテーシ

ョンの原稿／表

現／準備／実施 

プレゼンテーシ

ョンの質疑応答

／発表者の評価 

Practice 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がらプレゼンテーシ

ョンの準備をする。 

・事前に作成した資料を

用いて、プレゼンテー

ションを行う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながらプレゼン

テーションの準備

に取り組んでい

る。 

・準備や発表を観察す

る。 

・作成資料を提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・学習したプレゼンテ

ーション作成手順に

もとづき、準備・発

表に取り組む。 

 

・ペアで、発表前のプレ

ゼンテーション練習

を行う。 

・学習したプレゼン

テーション作成手

順にもとづき、準

備・発表ができる。 

・作成資料を提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・プレゼンテーション

の作成手順や発表の

ポイントについて理

解する。 

・プレゼンテーション作

成手順の段階ごとに

概要を把握する。 

・プレゼンテーショ

ンの作成手順や発

表のポイントにつ

いて理解すること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語でのプレゼンテ

ーションにおける論

理構成の特徴を理解

する。 

・プレゼンテーションで

よく用いられる表現

を確認する。 

・英語でのプレゼン

テーションにおけ

る論理構成の特徴

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 2 

(Discussion) 

(4 時間) 

ディスカッショ

ン： 

ディスカッショ

ンの進め方／例 

ディスカッショ

ンに役立つ表現

／評価 

Practice 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グループ・ワーク

において、互いに

協力しながらデ

ィスカッション

の準備をする。 

・事前に作成した資料を

用いて、ディスカッシ

ョンを行う。 

・グループ・ワークに

おいて、互いに協力

しながらディスカ

ッションの準備に

取り組んでいる。 

・準備や発表を観察す

る。 

・作成資料を提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・学習したディスカ

ッション作成手

順・実施手順にも

とづき、取り組

む。 

 

・グループで、想定され

る議論と、そこで用い

るための英語表現を調

べる。 

・学習したディスカッ

ション作成手順・実

施手順にもとづき、

ディスカッション

ができる。 

・作成資料を提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ディスカッション

の作成手順・実施

手順のポイント

について理解す

る。 

・ディスカッション作成

手順・実施手順の段階

ごとに概要を把握す

る。 

・ディスカッションの

作成手順・実施手順

のポイントについ

て理解することが

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語でのディスカ

ッションにおけ

る論理展開の特

徴を理解する。 

・ディスカッションでよ

く用いられる表現を確

認する。 

・英語でのディスカッ

ションにおける論理

展開の特徴を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

  



 

Lesson 3 

(Debate) 

(6 時間) 

ディベート： 

ディベートの進

め方／ディベー

トの準備 

ディベートを行

う上での注意点

／判定／表現 

Practice 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グループ・ワーク

において、互いに

協力しながらデ

ィベートの準備

をする。 

・事前に作成した資料を

用いて、ディベートを

行う。 

・グループ・ワークに

おいて、互いに協力

しながらディベー

トの準備に取り組

んでいる。 

・準備や発表を観察す

る。 

・作成資料を提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・学習したディベー

ト作成手順・実施

手順にもとづき、

取り組む。 

 

・グループで、想定され

る議論と、そこで用い

るための英語表現を調

べる。 

・学習したディベート

作成手順・実施手順

にもとづき、ディベ

ートができる。 

・作成資料を提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ディベートの作成

手順・実施手順の

ポイントについ

て理解する。 

・ディベート作成手順・

実施手順の段階ごと

に概要を把握する。 

・ディベートの作成手

順・実施手順のポイ

ントについて理解

することができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語でのディベー

トにおける論理

展開の特徴を理

解する。 

・ディベートでよく用い

られる表現を確認す

る。 

・英語でのディベート

における論理展開の

特徴を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

 


